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区政報告
ニュース

５
月
26
日
、
荒
川
区
議
会
・
開

会
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
期

は
、
来
年
４
月
28
日
ま
で
年
間
を

通
じ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
の

日
は
、
区
議
会
議
員
選
挙
後
は
じ

め
て
の
開
会
日
で
、
議
長
・
副
議

長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

常
設
の
常
任
委
員
会
と
必
要
に
応

じ
て
設
置
す
る
特
別
委
員
会
に
つ

い
て
は
、
下
表
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
横
山
幸
次
区
議
は
、
久
々

に
福
祉
・
区
民
委
員
と
な
り
ま

し
た
。
医
療
、
介
護
、
福
祉
、

区
民
生
活
全
般
に
直
接
関
わ
る
問

題
を
審
議
す
る
だ
け
に
い
っ
そ
う

緊
張
感
を
持
ち
、
み
な
さ
ん
の
切

実
な
声
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら

が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

「
一
身
上
の
理
由
」
で
与
党
内
で

交
替
を
繰
り
返
す
正
副

議
長
の
あ
り
方
改
善
な

ど
議
会
改
革
も
追
求
し

て
い
き
ま
す
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 荒川区の保育状況、

介護保険と消費税増税など

６月１日(月)
７月６日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所
弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受け付けています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

い
ま
旭
電
化
通
り
南
側
へ
概
ね
４
ｍ

道
路
拡
幅
が
行
わ
れ
る
計
画
が
進
ん
で

い
ま
す
。
計
画
で
は
、
南
側
に
将
来
中

高
層
の
建
物
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
に
な
る

と
い
い
ま
す
。
現
在
は
、
道
路
の
測
量

を
終
え
、
了
解
を
得
た
お
宅
か
ら
、
土

地
の
測
量
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

区
は
、
２
０
１
７
年
ま
で
に
は
、
80

％
以
上
の
お
宅
の
測
量
を
終
え
て
、

都
に
事
業
認
可
を
申
請
す
る
事
を
め

ざ
す
と
い
い
ま
す
。
い
ま
、
三
宏
木

材
の
跡
地
に
12
階
建
て
約
35
ｍ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
向
か
い
の
駐
車
場
跡

地
に
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
付
き
の
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
が
開
店
。
町
の
姿
が
ど
ん

ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
道
路

拡
幅
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
住
民
の
要

望
や
生
活
再
建
を
第
一
に
し
た
対
応
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

横
山
幸
次

この同意案件は、議会の改選後に、議員の内から監査委

員を選任するものですが、その選任の仕方に大きな問題が

あるために反対するものです。

そもそも議員から選任される監査委員については、地方

自治法の運用に関する解説でも、首長はあらかじめ議会に

適任者の推薦を求め、あるいは各会派の了解を求めておく

等、議会と十分に調整しておくことが適当としています。

しかし、今回の選任にあたってそういうことはありませ

んでした。本来のあり方から逸脱した選任方法で、同意す

ることはできません。

我が党区議団は、議会改革の提案でも、本会議前の全会

派への申し入れでも明らかにしていますが、議長、また副

議長、議会選出監査委員について議会全体が合意、全会派

が一致できる公正で民主的な基準の下で決めることが求め

られると申し上げ、反対の討論といたします。

開会会議に区長から出された「議

会選出」監査委員選任（自民・守屋

議員）同意について、横山幸次区議

が日本共産党区議団を代表して反対

討論を行いました。

☆このニュース発行時ではコ

ンビニはオープン。下は基礎

工事中のマンション建設…

議
長

【
自
民
】
斉
藤

泰
紀

副
議
長
【
公
明
】
保
坂

正
仁

監
査
委
員
【
自
民
】
守
屋

誠

討論する横山区議



２０１４年 ２０１５年 増減
1,260 1,344 84
1,041 1,041 0
219 303 84
47 42 ▲5
79 82 3

単独希望など 19 11 ▲8
隣接園空きあり 44 54 10
申請書類不備 8 10 2
内定取り下げ 7 6 ▲1
不承諾通知必要 7 20 13
求職活動中止 － 30 30
合計 85 131 46

8 48 40待機児童数

申込者数

荒川区の保育状況について(▲はマイナス）

　　入園承諾者数
　　入園「不」承諾者数
 認証保育所
 保育ママ

その他

「
不

」
承
諾
者
内
訳

介護保険料 対象者 改正 改正前 差額 人数

　第一段階

非課税で老齢
福祉年金、生活
保護、世帯非課
税で本人所得
80万円以下

27,859円 31,256円 3,397円 12,079人

４
月
入
園
希
望
児
数
は
、
１
，

３
４
４
人
（
前
年
度
比
84
人
増
）

で
し
た
。
う
ち
入
園
承
諾
者
数

は
、
１
，
０
４
１
人
と
昨
年
と

同
数
。
新
規
園
開
設
で
、
当
該

年
度
は
受
入
れ
枠
の
大
幅
拡
大

に
な
り
ま
す
が
、
次
年
度
か
ら

は
年
齢
進
行
に
よ
る
増
加
分
の

み
と
な
り
、
今
年
度
、
町
屋
保

育
園
の
移
転
・
定
員
増
と
三
河

島
駅
前
の
ポ
ポ
ラ
ー
開
設
が
あ

り
ま
し
た
が
、
入
園
承
諾
者
数

は
前
年
と
同
じ
で
す
。

一
方
、
不
承
諾
者
数
は
３
０

３
人
（
前
年
度
比
84
人
増
）
で
、

ま
だ
ま
だ
保
育
園
の
希
望
を
十

分
満
た
し
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
区
は
、
待
機

児
数
を
48
人
と
カ
ウ
ン
ト
し
て

お
り
、
実
態
を
表
し
て
は
い
ま

せ
ん
。

認
可
保
育
園
を
希
望
し
な
が

ら
入
れ
な
い
３
０
３
人
の
う
ち
、

保
育
マ
マ
や
認
証
保
育
園
利
用

の
１
２
４
人
の
方
は
、
多
く
の

場
合
、
仕
方
な
く
選
択
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
夜
間
・
延
長
保
育

を
希
望
し
て
認
証
園
だ
け
に
絞
っ

た
方
も
い
ま
す
）

残
り
の
保
育
園
に
入
れ
な
い

１
７
９
人
の
う
ち
待
機
児
に
カ

ウ
ン
ト
し
な
い
（
厚
生
労
働
省

の
定
義
＝
表
の
「
そ
の
他
」
）

内
訳
を
み
る
と
深
刻
で
す
。

①
居
住
地
、
保
育
園
と
の
距
離

や
通
勤
経
路
な
ど
に
よ
っ
て
第

１
〜
５
希
望
ま
で
の
す
べ
て
の

希
望
園
に
入
れ
な
い
の
に
、

「
通
園
時
間
20
〜
30
分
以
内
の

地
域
に
保
育
園
の
空
あ
り
」
の

た
め
に
待
機
児
扱
い
さ
れ
な
い

方
が
54
人
。

②
「
一
園
の
み
希
望
」
し
た
場

合
も
除
外
。

③
希
望
園
に
入
れ
な
い
た
め
に

内
定
取
り
下
げ
し
た
場
合
も
、

待
機
児
の
カ
ウ
ン
ト
か
ら
除
外
。

「
調
査
時
に
求
職
活
動
を
中
断
」

の
場
合
も
同
様
。

こ
う
し
た
中
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
、
実
態
を
つ
か
み
、

真
に
待
機
児
童
を
つ
く
ら
な
い

対
策
が
必
要
で
す
。
保
育
園
整

備
は
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。

政
府
は
、
消
費
税
増
税
の
「
低
所
得

者
対
策
」
と
し
て
、
介
護
保
険
料
軽
減

を
行
う
自
治
体
に
国
庫
負
担
金
を
交
付

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
（
国
２
分
の

１
、
都
４
分
の
１
、
区
４
分
の
１
）
。

こ
れ
を
受
け
荒
川
区
は
、
65
才
以
上
の

保
険
料
第
一
段
階
（
非
課
税
世
帯
で
所

得
80
万
以
下
）
の
方
約
１
２
，
０
０
０

人
の
保
険
料
を
一
人
年
額
３
，
３
０
０

円
余
軽
減
す
る
条
例
を
６
月
区
議
会
に

提
案
す
る
予
定
で
す
（
上
左
表
）
。

当
初
政
府
は
、
消
費
税
増
税
対
策
と

し
て
介
護
保
険
料
の
低
所
得
者
軽
減
策

を
１
，
１
０
０
億
円
以
上
を
投
入
し
て
、

行
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
10
％

増
税
先
送
り
を
理

由
に
値
下
げ
幅
と

対
象
を
大
幅
に
縮
小
（
下
左
表
）
。
合

わ
せ
て
昨
年
１
万
円
か
ら
１
万
５
千
円

の
給
付
金
を
今
年
度
は
、
臨
時
給
付
金

一
人
６
，
０
０
０
円
、
子
育
て
給
付
金

は
３
，
０
０
０
円
支
給
に
削
減
。

今
後
、
当
初
の
約
束
通
り
に
低
所
得

者
軽
減
措
置
を
２
０
１
５
年
か
ら
実
施

さ
せ
る
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
軽
減
の
た
め
区
と
し
て
も

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
検
討
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
消
費
税
を
社
会
保
障
財
源

に
充
て
る
と
い
う
考
え
方
の
問
題
も
、

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
計

画
通
り
に
軽
減
で
き
な
い
政
府

の
理
由
は
、
消
費
税
10
％
先
送

り
で
す
か
ら
、
負
担
軽
減
や
制

度
の
充
実
を
求
め
れ
ば
求
め
る

ほ
ど
、
際
限
の
な
い
消
費
税
増

税
に
突
き
進
む
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
低
所
得
者
は
、
そ
の
収
入

の
ほ
と
ん
ど
を
消
費
に
当
て
る

し
か
な
く
、
年
間
、
３
３
０
０

円
軽
減
や
臨
時
給
付
金
６
０
０

０
円
で
増
税
分
を
補
填
で
き
る

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
格

差
と
貧
困
の
拡
大
に
つ
な
が
り

社
会
保
障
を
切
り
崩
す
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
消

費
税
10
％
増
税
は
中
止
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

保育トピックス
「じゃんぐる保育園」への

補助金返還請求で全額回収
南千住にあった「じゃんぐる保育園」（当時）に対

して、職員の架空申請などの不正行為による認証保育

所の取り消しとともに、区が補助金返還請求を求めて

きました。このたび東京地裁の判決があり、違約・遅

延損害含めて４１００万円余の回収が完了しました。

この事件は、保育園の増設とともに、営利企業参入に

よる問題点など浮き彫りにする事件だっただけに、規

制緩和と子どもにとってより良い保育とは何か、改め

て考える機会にしたいものです。


